


























































( ♂-1で飽和 )で表面W原子の変位の周期性が変化 し半整数スポットが4つに分離する
(commensurate-incommensurate転移,以下この2相をC相, IC相と略記 )｡ Lau
と Ying のモデルに基づき平均場近似の範囲でこの転移について調べた結果,清浄表面では
C相が安定であるが,fトW間相互作用を第 2近接まで考慮するとこの相互作用がC相をこわ
して IC相に転移することがわかった｡ Lauと Ying もこの転移について論じているが,
lC相を安定にする機構は異なっている｡
電子エネルギー損失分光 (EE工JS)の実験により, bridgesiteに吸着 したHの3つの
固有振動数が測定できるとされている｡ その固有振動数の被覆度依存性の測定値から,娩着水
素と変位しているその最近按Wの間の相互作用と吸着水素間の相互作用を考慮 し,吸着水素の
最近接Wの変位の被覆度依存性と吸着配置に関する短距離秩序度についてある程度の考察が可
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